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1,500 人 会員増強運動

月刊

田
畑
の
鳥
獣
被
害
を
防
ぐ
案
山
子
。

今
は
の
ど
か
な
田
園
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

か
つ
て
私
が
子
供
の
頃
、
カ
ー
バ
イ
ト
を

鉄
筒
に
入
れ
水
を
そ
そ
ぎ
火
を
つ
け
て
、
空
砲
を

鳴
ら
し
す
ず
め
を
追
い
払
っ
て
い
た
こ
と
も
。

こ
れ
が
「
鳥
威
（
と
り
お
ど
し
）」
と
い
う

俳
句
の
季
語
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

元
号
も「
平
成
」か
ら「
令

和
」
へ
変
わ
り
、
５
月
１

日
は
お
祝
い
ム
ー
ド
に
。

令
和
奉
祝
だ
ん
じ
り
巡
行

で
、
町
は
一
日
中
楽
し
い

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
▼
最
近
、
高
齢
者

の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
く
、
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る

事
故
な
ど
、
悲
し
い
出
来
事
が
。
▼
以
前

校
区
老
連
で
「
会
員
が
運
転
す
る
乗
用
車

に
よ
る
行
事
等
の
送
迎
の
制
限
に
つ
い

て
」
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
と
実
践
を
図
る
こ
と
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
を
目
的
に
。

※  

70
歳
以
上
の
方
が
運
転
す
る
車
両
の
み
制

限
。
各
種
公
式
行
事
へ
の
参
加
の
場
合
。

※
乗
せ
る
な
、
乗
る
な
。

※  

公
共
交
通
機
関
の
利
用
・
ぐ
る
っ
と
生
瀬

の
利
用
ま
た
は
社
協
生
瀬
分
区
カ
ー
ボ

ラ（
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）へ
の
依
頼
等
。

▼
当
時
は
理
解
に
苦
し
み
活
動
等
に
心
配

し
ま
し
た
が
、今
で
は
“
ぐ
る
っ
と
生
瀬
”

が
活
動
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
令

和
は
平
和
で
災
害
・
事
故
・
震
災
な
ど
無

く
平
穏
に
。
地
域
の
方
た
ち
と
の
さ
ら
な

る
ふ
れ
あ
い
を
図
り
「
広
げ
よ
う
友
愛
の

輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
明
日
に
向
か
っ

て
力
強
く
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
生
瀬　

青
山
）

奈良県明日香村　　写真と文　田中　積氏（用海校区）
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※ 

タ
キ
イ
種
苗
㈱
か
ら
「
野
菜
栽
培
の

無
料
講
習
」
の
ご
案
内

【
議
案
事
項
】

⒈ 

「
老
人
友
愛
運
動
実
施
要
綱
」
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
（
継
続
審
議
）

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

•
月
刊
い
ぶ
き
第
2
2
9
号　

7
月
号

　

送
付
済

• 

月
刊
い
ぶ
き
第
2
3
1
号　

10
月
号  

原
稿
依
頼（
原
稿
締
切
：
9
月
11
日
㈬
）

〈
文
化
教
養
部
〉

• 

カ
ラ
オ
ケ
教
室
（
9
月
6
日
・
13
日
・

20
日
各
㈮
）
の
開
催
案
内

• 

高
齢
者
囲
碁
大
会
（
9
月
5
日
㈭
）

の
開
催
案
内

•
委
員
会
（
8
月
22
日
㈭
）
の
開
催
案
内

〈
体
育
部
〉

• 

高
齢
者
の
た
の
し
い
体
力
測
定　

（
6
月
14
日
㈮
）
の
結
果

• 

楽
し
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
集
い
（
9
月

4
日
㈬
・
5
日
㈭
）
の
開
催
案
内

〈
女
性
部
〉

• 

第
2
回
委
員
会
の
開
催（
7
月
3
日
㈬
）

及
び
感
謝
の
一
円
持
ち
寄
り
並
び
に

　

前
期
健
康
講
座
の
開
催
結
果

　

感
謝
の
一
円
持
ち
寄
り
金

　

￥
5
0
8
、8
5
0
円

〈
三
役
会
〉

• 

新
任
会
長
・
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
6
月
26
日
㈬
）
の
開
催
結
果

〈
事
務
局
〉

• 

こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
１
・
２
月
）

の
割
当

• 

こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
の
行
先
等
の
相

談
会
（
8
月
28
日
㈬
）
の
開
催
案
内

•
令
和
元
年
度
実
費
弁
償
の
支
払

• 

全
老
連「
創
立
60
周
年
記
念
会
員
章
」

の
購
入
依
頼

• 

令
和
元
年
度
西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
役
員
名
簿
等
の
確
認　
　
　

「
西
宮
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」
冊
子
の

頁
１
～
１
８
の
修
正
版

• 

震
災
等
被
災
地
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
の
商
品
等
の
提
供
の
依
頼

　

 

受
付
期
限
は
7
　

月
31
　

日
㈬
ま
で
、
市

老
連
事
務
所
で
受
付

※ 

次
回
定
例
理
事
会　

8
月
14
日
㈬　

書
面
発
送

　

三
役
会
：
午
後
1
時
30
分

　

 

西
宮
市
と
の
定
例
会
議
：
午
後
3
時

市
老
連
理
事
会 

7
／
10

⇩

8・9・10月の行事予定

21 日㈬ 体育部委員会 13：30
22 日㈭ 文化教養部委員会 13：30

8 月 14 日㈬ 三役会　 13：30
理事会（書面発送）
西宮市との定例会議 15：00

25 日㈮ グラウンド・ゴルフ大会（予備日）

16 日㈬ 高齢者芸能大会（予選） 10：00
18 日㈮ グラウンド・ゴルフ大会 9：00
23 日㈬ 高齢者芸能大会（本選） 13：00

4 日㈮ 高齢者作品展（講評） 11：00
高齢者作品展（表彰） 13：00

〜4日㈮10 月 1 日㈫
高齢者作品展（展示） 10：00 〜 16：00

9 日㈬ 宍粟市交流事業　 9：00
理事会（バス車内で）

5 日㈭ 高齢者囲碁大会 10：00
6 日、13 日、20 日（各金）カラオケ教室 13：00

26 日㈭ 高齢者作品展（審査） 10：00
27 日㈮ 県老連グラウンド・ゴルフ大会（芦屋市） 10：00

9 月 4 日㈬、5日㈭
楽しいボウリングの集い

11：00、13：00
15：00　　　　

11 日㈬ 三役会　 10：00
13：30理事会

プロジェクト会議 15：00
23 日㈪〜25日㈬

高齢者作品展（受付） 9：30

令和元年度 西宮市高齢者囲碁大会
開催のお知らせ

開催日時：9月 5日㈭　午前10時開始
　　　　　※受付・午前9時 30分から
開催場所：西宮老人福祉センター
対 象 者：満60歳以上の市内在住者
定 員：�三段以上の部　�24 名　　　　　　　　　

初二段の部　�　24 名　　　　　　　　　
級の部　　　　�� 24 名

参 加 費：1,000円
申込受付：�「往復はがき」により申込を受け付け。�������

申込者多数の場合は、抽選で決定する。
主 催：西宮市老人クラブ連合会
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　阪神南ブロック老人クラブ連絡協
議会女性交流会を兼ねた講座を、わ
らべ唄ロック歌手衣川亮輔氏を招い
て開催しました。芦屋市 8人尼崎市
11 人西宮市から 116 人の参加で会
場は満員でした。
　衣川氏は昨年秋の芸能大会のゲス
トで好評だった方で、今回も楽しま
せてくれました。参加者の年齢にあっ
た懐かしい歌を皆一緒に大きな声で
歌い、楽しい時間を過ごしました。

女性部前期健康講座

～歌って 聴いて わらべ唄～

7/3

　
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
年
が
始
ま

り
、
平
成
も
過
ぎ
昭
和
が
随
分
遠
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
柄
に
、
あ
の
忌

ま
わ
し
い
戦
争
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
の
４
年
余
り
の
間
に
３
０
０
万
人

以
上
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
、

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

私
の
父
は
終
戦
の
年
の
８
月
、
広
島

で
原
爆
に
遭
い
ま
し
た
。
幸
い
即
死
で

は
な
く
１
週
間
後
に
自
宅
に
帰
っ
て

来
、
そ
し
て
20
日
後
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
亡
く
な
る
前
に
自
分
の
経
験
し
た

事
実
を
、
母
や
私
た
ち
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
私
が
４
歳
の
時
で
す
。

　

父
は
前
日
広
島
に
出
張
し
旅
館
に
一

泊
し
た
次
の
日
の
朝
の
こ
と
で
す
。
爆

風
で
倒
れ
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
り
、

気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
気
が
付

い
て
薄
明
り
の
中
、
か
ろ
う
じ
て
動
く

左
手
で
壁
土
を
堀
り
、
や
っ
と
外
に
出

た
の
は
午
後
５
時
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

す
ぐ
そ
こ
ま
で
火
が
迫
っ
て
い
て
、
必

死
で
逃
げ
た
と
か
。
辺
り
一
面
黒
焦
げ

の
死
体
が
あ
り
、
か
す
か
な
声
で
「
水

を
下
さ
い
」
と
言
っ
て
そ
の
ま
ま
絶
命

し
た
人
、
全
身
の
皮
膚
が
垂
れ
下
が
っ

た
人
間
と
は
思
え
な
い
人
た
ち
な
ど
、

地
獄
絵
を
見
ま
し
た
。
学
校
ら
し
い
建

物
の
救
護
所
を
見
つ
け
、
わ
ず
か
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

校
庭
で
は
死
体
を
山
積
み
に
し
て
石

油
を
か
け
て
焼
い
て
い
て
大
変
な
異
臭

が
し
た
と
の
こ
と
。
自
宅
に
帰
り
た
く

決
心
し
て
、
電
車
の
線
路
伝
い
に
歩
い

て
広
島
駅
に
た
ど
り
着
き
、
何
と
か
自

宅
に
帰
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
身
包
帯
を
巻
か
れ
ミ
イ
ラ
の
よ
う
な

父
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
父

は
そ
の
時
42
歳
で
し
た
。
当
時
は
ろ
く

な
食
べ
物
も
な
く
好
き
な
こ
と
も
で
き

な
く
て
、
無
惨
な
死
に
方
に
き
っ
と
悔

し
い
思
い
が
あ
っ
た
と
想
像
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
思
い
の
人
た
ち
の
願
い
を
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ど
ん
な

理
由
で
あ
れ
戦
争
と
い
う
酷
い
こ
と
は

や
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
こ
の
こ

と
を
こ
れ
か
ら
の
人
た
ち
に
願
う
の
み

で
す
。
平
和

な
令
和
の
時

代
が
長
く
続

く
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

父
の
原
爆
体
験

生
瀬
校
区

青
葉
台
む
つ
み
会

児
玉
　
典
代
（
78
歳
）

◇
俳
　
句

山
口
校
区
　
中
野
老
人
ク
ラ
ブ

大
畑
は
る
み

若
葉
風
哲
学
の
道
た
だ
歩
く

麦
わ
ら
帽
斜
め
に
か
ぶ
り
小
旅
行

甲
東
校
区
　
黒
川
都
美
子

畳
ま
で
響
く
川
音
夜
の
秋

新
月
を
岬
の
先
が
蹴
り
上
ぐ
る

◇
短
　
歌

北
夙
川
校
区
　
北
楽
友
会
　
河
瀬
喜
和
子

く
ち
な
し
の
甘
い
香
り
に
さ
そ
わ
れ
し

　

少
し
遠
く
の
四
つ
角
ポ
ス
ト
に

春
う
ら
ら
平
成
最
後
の
同
窓
会

　

八や

そ

に
十
二
わ
く
わ
く
で
も
ハ
プ
ニ
ン
グ
有
り

安
井
校
区
　
平
松
み
ど
り
会

　
藤
田
耕
太
郎

八
十
路
ま
で
編
集
続
け
た
機
関
誌
の

　

係
よ
う
や
く
後
任
見
つ
か
る

コ
ー
ラ
ス
の
友
の
葬
儀
に
送
る
歌

　

幻
に
聴
く
友
の
歌
声

会
員
文
芸
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令
和
元
年
、
こ
の
記
念
す
べ
き
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
式
」
を
７
月
４

日
山
口
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
、
金
婚
を
迎
え
た
11
組
の
ご
夫
妻

を
満
場
の
拍
手
で
も
っ
て
お
祝
い
し
ま

し
た
。
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
半
世
紀

に
わ
た
り
苦
楽
を
共
に
し
、
互
い
に
溢

れ
出
す
感
謝
の
思
い
に
感
慨
ひ
と
し
お

の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

５
月
１
日
よ
り
新
元
号
「
令
和
」
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
万
葉
集
の
文
言

か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、
人
々
が
美

し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生

ま
れ
育
つ
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

今
“
人
生
百
年
時
代
”
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
互
い
に
元
気
で
一
日
一
日
を

大
事
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
の

山
口
地
域
で
は
、
バ
ス
旅
行
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
・
囲
碁
・
将
棋
・
お
茶
飲

み
会
な
ど
、
各
単
老
で
開
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
皆

さ
ん
と
共
に
毎
日
を
元
気
で
楽
し
く

を
目
標
に
頑
張

り
た
い
も
の
で

す
。

　

会
の
最
後

に
、
山
口
幼
稚

園
の
園
児
た
ち

か
ら
歌
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
か
わ

い
い
歌
声
に
会

場
が
笑
顔
に
包

ま
れ
温
か
な
雰

囲
気
の
中
、
会

を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

　

段
上
校
区
老
連
は
、
段
上
・
段
上
西

校
区
地
域
の
７
単
老
で
組
織
さ
れ
、
毎

月
第
３
水
曜
日
に
甲
東
校
区
老
連
と
合

同
で
会
長
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

甲
東
地
域
（
甲
東
・
段
上
・
段
上
西
・

樋
ノ
口
）
の
各
単
老
会
長
が
出
席
の
も

と
、
市
老
連
理
事
会
の
報
告
と
地
域
内

の
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域

の
夏
祭
り
に
協

賛
・
協
力
を
し

て
い
ま
す
。

　

こ
と
ぶ
き
研

修
バ
ス
で
は
、

去
る
６
月
17
日

紫
陽
花
で
有
名

な
福
知
山
市
の

「
観
音
寺
」
を

訪
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
品
種
の
花
が
自
然
に
咲
い

て
い
て
、
心
が
和
み
ま
し
た
。
ま
た
、

澄
み
切
っ
た
空
気
と
静
け
さ
の
中
、
本

堂
で
瞑
想
し
般
若
心
経
を
唱
え
、
副
住

職
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
法
話
を
聞
き

ま
し
た
。
車
中
で
は
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

の
漫
談
で
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

前
回
（
４
月
４
日
）
の
バ
ス
研
修
の

こ
と
で
す
が
、
参
加
者
が
出
発
の
集
合

場
所
に
向
か
う
途
中
横
断
歩
道
で
車
と

接
触
し
、
足
首
の
骨
折
と
頭
部
切
り
傷

を
負
わ
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
家
族
へ
連

絡
し
、
救
急
車
、
警
察
を
呼
び
見
送
っ

た
後
、
何
と
か
出
発
時
間
に
間
に
合
う

と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
本
人

は
１
カ
月
入
院
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
後

回
復
さ
れ
、
次
の
バ
ス
研
修
に
は
是
非

参
加
し
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

保
険
会
社
へ
の
連
絡
な
ど
初
め
て
の
経

験
で
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
の
皆
さ
ん
に
は
、
家
を
出
て
か

ら
家
に
帰
る
ま
で
油
断
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

校
区
会
長
便
り　
№
62

地
域
内
の
情
報
を

各
単
老
間
で
共
有

段
上
校
区

会
長
　
井
上
　
　
茂

山
口
校
区

　
　
会
長
　
兼
信
　
正
法

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・

金
婚
を
祝
う
会

今
夏
は
梅
雨
明
け
が
遅
く
、

日
照
時
間
が
少
な
く
て
野
菜
の

生
育
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
異
常
気
象
と
い
う
言
葉
が

日
常
茶
飯
事
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

体
調
管
理
に
気
を
付
け
て

元
気
に
秋
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。


